
2025年度 大阪総合保育大学大学院 博士前期課程 入試要項 

 

 

 

【 大学院の定員 】 

 

研 究 科 名 専 攻 名 
博士前期課程 

入学定員 収容定員 

児童保育研究科 児童保育専攻 １０ 名 ２０ 名 

 

 

１． 募集人数 

   全入学試験  １０名 

 

２． 受験資格   

（１） 社会人選抜試験 

     大学及び短期大学を卒業し、幼稚園、保育所・保育園、認定こども園、教育研究機関、官公庁、 

    企業等において３年以上（入学時）の実務経験を有する者を対象とする。 

 

（２） 一般選抜試験 

     次のいずれかに該当する者。 

 

①  大学卒業者および２０２5年３月卒業見込みの者。 

②  学位授与機構により学士の学位を授与された者及び２０２5年３月までに授与される 

見込みの者。 

③  外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者および、２０２5年３月までに 

修了見込みの者。 

④  文部科学大臣の指定した者。 

⑤  本学大学院において、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、入学時２２歳 

に達した者。 

 

（３） 学内選抜試験 

      大阪総合保育大学 児童保育学部を卒業見込みの者で、学業成績が優れ、学長が推薦する者を対

象とする。 



３． 出願期日、試験日、合格発表日 

  （社会人選抜試験・一般選抜試験・学内選抜試験 共通） 

 出 願 期 日 試 験 日 時 合否通知発送日 

前

期 

2024年11月1日（金）       

～11月19日（火） 

2024年11月24日（日） 

午前10時 
2024年12月2日（月） 

中

期 

202４年12月16日（月） 

 ～2025年1月15日（水） 

2025年1月19日（日） 

午前10時 
2025年1月28日（火） 

後

期 

2025年1月20日（月） 

    ～2月5日（水） 

2025年2月9日（日） 

午前10時 
2025年2月12日（水） 

  

（注）願書受付後、受験票をご本人に郵送します。 

    試験日前日までに受験票が届かない場合は大学院入試係までご連絡ください。 

    ℡ ０６－６７０２－７６０３ 

 

 

 

 

４． 選抜方法   

（１） 社会人選抜試験 

    出願書類、小論文、面接等により総合的に判定します。    

 

 

 

 

 

 

 

試 験 科 目 試 験 内 容 時 間  

小論文 
保育･教育･子育て 

における現代の課題 
６０分 

面接 個別面接  



（２） 一般選抜試験 

    出願書類、筆記試験、小論文、面接等により総合的に判定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 学内選抜試験 

    出願書類、小論文、面接等により総合的に判定します。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試 験 科 目 試 験 内 容 時 間 

筆記試験 専門科目（教育学） ６０分 

小論文 
保育･教育･子育て 

における現代の課題  
６０分 

面接 個別面接  

試 験 科 目 試 験 内 容 時 間 

小論文 
保育･教育･子育て 

における現代の課題 
６０分 

面接 個別面接  



５． 出願手続 

（１） 出願書類 

① 入学願書・受験票（本学所定の用紙による） 

      上半身脱帽正面向きで（縦４ｃｍ×横３ｃｍ）、撮影3ヶ月以内の写真を 
      入学願書に貼付けてください。 

② 履歴事項 

     別紙書類を記入。 

③ 研究計画書 

      別紙書類を記入（８００字程度）。 

 ④ 最終学歴の卒業証明書および成績証明書(両方が必要) 

   ※現在、在学中の方は「卒業見込証明書」および「成績見込証明書」（両方が必要） 

⑤入学検定料  

検定料振込み用紙控えのコピー 

       ３０，０００円を下記口座までお振込みください。 ※振込手数料は受験者負担です。 

 

 
 
 
 
 

   
（２）   出願書類の提出方法 

出願書類は一括して出願期間中に「大学院入試係」へ持参、または郵送してください。郵送の
場合は、必ず「書留速達」でお願いします。（締切日必着） 
持参の場合は、土曜・日曜・祝日を除き平日午前10時より午後4時まで。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈振込先〉  

  三菱ＵＦＪ銀行 阿倍野橋支店（072） 

   普通 0057882 大阪
おおさか

総合
そ う ご う

保育
ほ い く

大学
だいが く

 大学院
だいがくいん

 



６． 学費および納入期限 

  
 

入学手続き 
納 付 金 

後期授業料 
納 付 金 

入   学   金 200,000円 ― 

授   業   料 300,000円 300,000円 

教 育 充 実 費 60,000円 60,000円 

合    計 560,000円 360,000円 

納 入 期 限 

（前期） 
2024年12月24日（火） 
（中期） 
2025年 2月18日（火） 
（後期） 
2025年 3月6日（木） 

2025年 

10月中頃 



７． 注意事項 

（１） 出願書類等に誤記、記入漏れなどがないように十分注意してください。 

（２） 一旦受理した書類、諸費等は、特別な場合を除き返還いたしません。 

（３） その他出願、入学等についての問い合わせは「大学院入試係」にお願いいたします。 

 

 

８． お問い合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

９． 試験会場 

   大阪総合保育大学A学舎（大阪市東住吉区照ケ丘矢田2-21-9） 

    

（ＪＲ・Osaka Metro御堂筋線 長居駅から） 

    ・大阪シティバス「出戸バスターミナル」行き「湯里６丁目」下車すぐ 

 

   （あべの橋・天王寺から） 

    ・近鉄南大阪線 針中野駅・矢田駅下車、徒歩１５分 

    ・大阪シティバス「住道矢田」行き「湯里６丁目」下車すぐ 

 

   （Osaka Metro 喜連瓜破駅から） 

    ・大阪シティバス「地下鉄住之江公園」行き「湯里6丁目」下車すぐ 

    ・徒歩１７分 

 

 

 

 

 

大阪総合保育大学大学院 入試係 

〒546-0013 大阪市東住吉区湯里6丁目4-26 

TEL：06-6702-7603    FAX：06-6702-8727 



大阪総合保育大学大学院の三つの方針(ポリシー) 

１. 修了の認定および学位の授与に関する方針［ディプロマ・ポリシー］  

本大学院は、大阪総合保育大学の三つの建学の精神「自主自律」「清和気品」「敬天愛人」を継承するとともに、保育・教育と子ど

もの心身の健康に関する実践的、臨床的、理論的研究を、理論と実践・臨床との融合を強く意識して遂行し、多様化、複雑化した

保育・教育と子どもの健康上の様々な課題の解決に資する高度な専門性と実践的または臨床的視野を兼ね備えたリーダーお

よび研究者を養成するため、以下のような人材養成をめざします。そして、本大学院は、これらの人材養成の目的に基づいて

設定された教育課程を修め、基準となる単位数を修得したうえ、学位論文の審査に合格した学生に、博士前期課程においては

修士 (教育学)、博士後期課程においては、博士(教育学)を授与します。①建学の精神を理解し、自律した個人として自主的、主

体的に行動するとともに、繊細で豊かな感受性と他人のために真心を尽す気品を備え、誰に対しても分け隔てなく、温かい愛

情を注ぐことができる豊かな人間性を身につけている。②保育・教育に関する実践的、理論的研究に取り組み、優れた実践的

指導力とリーダーシップを発揮できるとともに、理論と実践を融合する研究能力と研究者に必要な倫理感を兼ね備えている。

③心理・医療の視点から子どもの心身の健康に関する臨床的、理論的研究に取り組むことによって、病棟保育や病児保育、子育

て支援等に的確に対応できるとともに、創造的な課題解決力を備えている。④保育・教育および心理・医療等の領域において、

他の専門家や研究者、専門機関と緊密に連携しながら、生涯にわたり自律的かつ協働的に研究を続けることができる。 

 ２. 教育課程の編成および実施に関する方針［カリキュラム・ポリシー］  

本大学院は、養成すべき人材像と修了認定(学位授与)の方針に基づき、以下のような特色のある教育課程を編成し、きめ細か

な履修・学修指導を行い、厳正な成績評価を行っている。①博士前期課程では、「保育・教育実践研究領域」と「子どもの健康研

究領域」の二つに分け、それぞれの領域に応じた多様で、調和の取れた教育課程を編成している。すなわち、「共通科目」と「選

択科目」に分け、共通科目は、専門研究に取り組むために必要な基本的内容を「専門基礎科目」として配置し、「教育学特論」「保

育学特論」「幼児教育学特論」「発達心理学特論」「小児医学特論Ⅰ」「子ども心身医療特論Ⅰ」のうち、６単位(３科目)以上を選択

必修としている。選択科目は「専門応用科目」として、保育・教育実践研究領域では、保育・教育領域に関する実践的研究を主と

する科目を配置している。講義としては「教育方法特論」「教育課程特論」「教育内容研究」「保育内容研究」などを設けるとともに、

子どもの育ちや保育・教育の実践が学べるように、「教育実践研究Ⅰ・Ⅱ」「保育実践研究Ⅰ・Ⅱ」を演習として配置している。子

どもの健康研究領域では、子どもの健康領域に関する研究を主とする医療系科目および心理学を配置している。講義として、

子どもの心や身体の領域の関する科目には、「小児医学特論Ⅱ」「子どもの心身医療特論Ⅱ」を配置し、心理学の領域科目には、

「教育心理学特論」「幼児心理学特論」などを配置している。また、子育て支援に必要な実践が学べるように、「臨床心理学研究

Ⅰ・Ⅱ」を演習として配置し、保育所・幼稚園・小学校および地域における子育ての支援が総合的に学べるようにしている。なお、

両研究領域において、研究計画立案および修士論文作成に関する適切な指導を行うために、研究指導を配置している。ただし、

研究指導は単位化しない。学生は研究課題に応じて、自分の所属する研究領域より研究指導者を選び、グループおよび個人面

接により研究の進行に関する助言を受け、修士論文の作成を行う。②博士前期課程の修了要件は、本大学院に２年以上在学し、

専門科目30単位以上(ただし、研究指導は含まない)を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、本学の行う修士論文の審



査に合格することとする。それによって、修士(教育学)の学位が授与される。③博士後期課程においては、「保育・教育研究領

域」と「子どもの健康研究領域」の二つの研究領域に分け、それぞれの研究領域に関する高度で最新の専門的知識・技能を修得

するとともに、創造性豊かな研究能力と確かな実践的、臨床的視野と指導力を身につけることができるように、多様かつ豊富

な教育課程を編成している。すなわち、両研究領域において「特殊研究科目」と「課題演習科目」を設け、特殊研究科目は、学生

が自らの研究領域について幅広い専門的知識と視野をもつとともに、自らの研究課題を発見し、研究計画を立てる力や方法論

を身につけるために必要な科目として、「教育学特講」「幼児教育学特講」「保育学特講」「小児医学特講」「子ども心身医療特講」

「発達心理学特講」を１年次に選択配置し、４単位(２科目)以上の履修を課している。課題演習科目は、学生が自ら設定した研究

課題について基本的かつ専門的な知識・技能、研究方法等を学修するため、また学士同士が切磋琢磨して独創性・創造性を磨き、

各自の研究水準を高めるため、各研究領域において「教育学演習」「教育方法学演習」「幼児教育学演習」「保育実践研究演習」「小

児医学演習」「子ども心身医療演習」「発達心理学演習Ⅰ(発達支援)」「発達心理学演習Ⅱ(発達臨床)」「臨床心理学演習」を、３年

間を通じて配置し、少なくとも両研究領域から１科目の選択必修とする。④博士後期課程における研究指導は、主たる指導教員

が一人で、または副指導教員と合同で、学生の個性と問題意識を生かしながら、個人面接を中心に、研究の進行に関する助言

を与え、博士学位請求論文の執筆・提出まできめ細かく行う。なお、「博士学位請求論文執筆計画書」を提出して、執筆を認めら

れた 3 年次以降の学生に対しては、９月に大学院担当教員全員の出席のもと、「中間発表会」を開催し、提出の可否を決定する。

⑤博士後期課程の修了要件は、本課程に３年以上在学し、特殊研究科目および課題演習科目から10単位以上を修得し、かつ必

要な研究指導を受け、博士学位請求論文を提出し、公開による口頭試問を実施のうえ、論文審査に合格することである。それに

よって、博士(教育学)の学位が授与される。⑥シラバスに授業の概要をはじめ、学生の到達目標、成績評価の方法、教科書や参

考書・参考資料等を明確かつ詳細に明示している。  

３. 入学者の受入れに関する方針［アドミッション・ポリシー］  

本大学院は、大阪総合保育大学の三つの建学の精神「自主自律」「清和気品」「敬天愛人」を継承するとともに、保育・教育に関す

る実践的、理論的研究を行い、高度な専門的知識と研究能力を有するリーダーとして社会に必要とされる人材ならびに子ども

の健康に関する研究を心理・医療の両面から行い、高度な専門的知識と研究能力を備え、子育て支援が適切にできるリーダー

を養成します。そのため、多様な入学選抜方式を通じて、以下のような学生を受け入れます。①本大学院で学び、学問的、人間

的に成長したいという強い目的意識をもつ学生。②保育・教育に関する基礎的、専門的な知識・技能を身につけ、保育・教育現場

の諸問題に真摯に取り組み、問題解決に貢献したいという意欲のある学生。③子どもを愛し、子どもの心身の発達について連

続的、総合的に理解し、長期的な視野に立って子どもの健全な育ちを支援したいという意欲のある学生。④すでに長年にわた

る保育・教育現場における経験を有し、自らの経験を理論的に再検討し、リーダーとしての高い専門性と豊かな人間性を身に

つけたいと思う学生。 

 


